
ウクライナの戦後復興に向けた議論が始まっています。日本は
過去に戦後の荒廃から立ち上がり、自然災害に何度も見舞われ
ながらも復興と発展をしてきた経験を持つ国です。日本の知識
と経験がウクライナの復興にも重要な知見として求められてい
ます。

今回の第2回 3大学連続ワークショップでは、日本の大学が取り
組んできた成果に基づく知識と経験を通じて、ウクライナの戦
後復興や支援の方法について探求してまいります。

参加申込（無料、要事前登録）
どなたでもご参加いただけます。
下記URL or QRコードからお申込みください。
https://forms.gle/h4Fx4ChsejBWAtVk9

16:30 開場
17:00 開会の辞

大野英男（東北大学総長）

17:10-17:30 基調講演
栗山進一（東北大学災害科学国際研究所所長）

17:30-19:00 講演
伊香賀俊治（慶應義塾大学理工学部教授）
小松太郎 （上智大学総合人間科学部教育学科教授）
永見光三（東北大学グリーン未来創造機構（兼）災害科学

国際研究所特任教授）
藤井進（東北大学災害科学国際研究所災害医療情報学分野

准教授）
Julia Gerster（東北大学災害科学国際研究所災害文化

アーカイブ研究分野助教）
Margaryta Goldina（オデーサ国立土木工学・建築大学／

東北大学短期交換留学受入プログラム）

19:00-19:30 パネルディスカッション・質疑応答
司会／モデレータ：植木俊哉
（東北大学理事・副学長 東北大学国際法政策センター長）

■お問合せ
東北大学国際法政策センター
cilp@grp.tohoku.ac.jp

日時：2023年9月8日（金）
17:00-19:30 

会場：東北大学
片平キャンパス
「知の館」

形式：ハイブリッド
（対面及びオンライン配信）

言語：日本語、英語
主催：東北大学
共催：上智大学、慶應義塾大学

＜連続ワークショップ＞
第1回 6 月30日 上智大学主催
第2回 9 月 8 日 東北大学主催
第3回 12月 4 日 慶應義塾大学主催

第2回ワークショップ

3大学連続ワークショップ
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